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　謹んで新年の御挨拶を申し上げ

ます。

　震災から間もなく9年を迎えよ

うとしております。県民の皆様の

懸命な御努力と国内外からの温か

い御支援により、福島県は復興へ

の歩みを着実に進めてまいりまし

た。

　一方で、今もなお、多くの方々

が避難生活を続けておられるほ

か、急激な人口減少、さらには、

台風第19号等の大雨による甚大な

被害が発生するなど、本県は、二重・三重の困難を抱えておりま

す。

　県といたしましては、引き続き、危機意識とスピード感を持っ

て、これらの重い課題からの復興と地方創生に取り組んでまい

る決意であります。

　まず、避難地域の復興・再生につきましては、被災者の生活再

建と生業の再生を始め、廃炉・汚染水対策、鳥獣被害対策など、

一人でも多くの方に安心して帰還いただけるよう生活環境の整

備を進めてまいります。

　また、台風と大雨災害からの復興につきましても、被災箇所

の復旧に全力を挙げ、被災された方々が再び前を向いて歩み出

せるよう、引き続ききめ細かく対応してまいります。

　さらに、浜通りの産業基盤や雇用回復を図るべく進めている

国家プロジェクト「福島イノベーション・コースト構想」の効果

を全県に波及させるとともに、農林水産業や商工業などの既存

産業についても、人材の確保・育成を始めとした総合的な支援に

努めてまいります。

　次に、人口減少対策につきましては、子育て世代や若者の雇

用の場を確保するなど、安心して結婚・出産・子育てができる環

境を充実させることが重要です。引き続き、保育の受け皿確保

や医療・福祉・介護の人材確保・育成、全国に誇れる健康長寿県を

目指す取組を進めていくほか、定住・二地域居住を始め、本県が

持つ可能性、魅力、強みをいかした「福島ならでは」の地方創

生を推進するなど、幅広く取組を展開してまいります。

　今年の7月には、東京オリンピック・パラリンピックが開催さ

れます。皆様と共に、これまでの御支援に対する感謝の思いと、

復興が進む福島の姿と魅力を国内外に広く発信できるよう、関

係の方々と力を合わせて準備を進めてまいります。

　今年は復興・創生期間の最終年度を迎えます。これからも常に

危機意識を持って職務に臨み、県民の皆様、そして国内外の福

島に心を寄せてくださる全ての皆様と「共働」しながら、次の

世代に夢と希望をつないでいけるよう全力で挑戦を続けてまい

りますので、今後とも、一層の御支援、御協力をお願い申し上げ、

新年の御挨拶といたします。

　　　夢と希望を 

つなぐための挑戦
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い
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し
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、
関
係
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な

く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年

目
を
迎
え
、
復
興
・
創
生
期

間
も
残
す
と
こ
ろ
１
年
余
り

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後

も
国
に
よ
る
復
興
施
策
が
進

め
ら
れ
る
方
針
が
示
さ
れ
、

拠
点
施
設
・
復
興
公
営
住
宅

等
の
整
備
、
除
染
の
対
応
等

も
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
台
風
19
号
に
よ

る
豪
雨
で
、
県
内
は
広
域
的

な
被
害
が
発
生
し
災
害
対
応

に
尽
力
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
我
々
は
地
域
に
根
差
し

た
企
業
と
し
て
、
安
全
衛
生

意
識
の
高
揚
と
地
域
防
災
活

動
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、

災
害
時
の
速
や
か
な
イ
ン
フ

ラ
等
の
復
旧
に
備
え
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

復
興
と
共
に
、
本
県
全
体

で
の
地
方
創
生
に
向
け
て
、

官
民
挙
げ
て
産
業
の
再
生
等

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
我
々
も
、
全
産
業
的
に

課
題
と
な
っ
て
い
る
担
い
手

の
確
保
と
定
着
の
た
め
労
働

環
境
改
善
・
生
産
性
向
上
な

ど
魅
力
あ
る
建
設
産
業
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

福
島
県
に
お
い
て
は
、
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
計
画
の

も
と
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を

目
指
し
、「
福
島
県
再
エ
ネ
・

省
エ
ネ
推
進
建
築
物
整
備
指

針
」
等
が
策
定
さ
れ
、
指
針

に
基
づ
い
た
整
備
も
始
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

　

我
々
協
会
に
お
い
て
も
、

引
き
続
き
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

等
、
低
炭
素
社
会
実
現
に
向

け
た
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
を
推

進
す
る
た
め
に
、
省
エ
ネ
・

省
資
源
に
適
合
し
た
空
調
衛

生
設
備
機
器
へ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
そ
し
て
運
用
改
善
等

へ
の
積
極
的
な
推
進
に
向
け

て
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

私
た
ち
の
快
適
な
生
活
環

境
を
支
え
て
い
る
の
が
、「
空

気
調
和
設
備
・
給
排
水
衛
生

設
備
」の
高
度
な
技
術
で
す
。

未
来
に
向
け
て
様
々
な
環
境

技
術
を
駆
使
し
、
顧
客
に
良

質
で
満
足
の
い
く
設
備
の
提

供
を
最
大
の
目
的
と
し
て
業

界
の
地
位
向
上
・
発
展
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
本
年
も
一
層
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
益
々

の
ご
隆
盛
と
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

 

◆
31
日
に
新
春
講
演
会
、

賀
詞
交
歓
会  　

県
総
合
設
備

協
会
（
大
槻
博
太
会
長
）
は

31
日
午
後
５
時
半
か
ら
、
福

島
市
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル

テ
ィ
で
令
和
２
年
新
年
賀
詞

交
歓
会
を
開
く
。

　

賀
詞
交
歓
会
に
先
立
ち
午

後
４
時
か
ら
新
春
講
演
会
。

新
関
永
県
土
木
部
建
築
担
当

次
長
を
招
き
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
先
駆
け
の
地
を
目

指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
話

を
聴
く
。

　

日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協

会
（
日
空
衛
、
黒
田
英
彦
会

長
）
は
、
昨
年
12
月
13
日
に

開
い
た
国
土
交
通
省
と
の
意

見
交
換
会
で
、
働
き
方
改
革

の
さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
、

「
適
正
な
工
期
設
定
」
に
加

え
「
適
正
な
工
程
管
理
」
の

実
施
を
求
め
た
。
設
備
工
事

な
ど
建
築
工
事
の
後
工
程
へ

の
負
担
軽
減
と
と
も
に
、
工

期
が
延
伸
し
た
際
の
追
加
経

費
の
適
切
な
積
算
を
要
望
し

た
。
国
交
省
は
ワ
ン
デ
ー
レ

ス
ポ
ン
ス
の
実
施
な
ど
と
合

わ
せ
、
工
期
延
伸
に
よ
る
経

費
の
増
加
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
、
実
態
と
の
か
い
離
の
解

消
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え

を
示
し
た
。

　

ま
た
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
向
け

て
、
就
業
履
歴
の
蓄
積
が
賃

金
確
保
に
つ
な
が
る
と
い
う

シ
ナ
リ
オ
を
明
示
す
る
よ
う

訴
え
た
。
国
交
省
は
４
段
階

の
能
力
評
価
を
定
着
さ
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
処
遇
目

標
が
整
え
ば
賃
金
の
相
場
観

の
形
成
に
つ
な
が
る
と
の
見

方
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
各

専
門
工
事
業
が
そ
の
金
額
を

上
位
の
注
文
者
に
請
求
し
、

元
請
が
尊
重
す
る
と
い
う
流

れ
を
根
付
か
せ
る
こ
と
が
必

要
だ
と
回
答
し
た
。

日
空
衛
と
国
交 

省
が
意
見
交
換

適
切
な
工
程
管
理
を

令和２年　年頭のごあいさつ

一般社団法人 福島県空調衛生工事業協会

会長　松原　兼一 地
域
に
根
差
し
地
域
の
た
め
に

魅
力
あ
る
建
設
産
業
目
指
し
て
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　建設業労働災害防止協会県支部主催の第
53回県建設業労働災害防止大会は昨年7月
30日、福島市の県建設センターで開き、労
働災害防止に功績のあった事業場、個人等
の表彰や2018年度安全競争の表彰が行われ
た。安全表彰の管工事部門では、当協会会
員の文化設備工業が優勝。三共設備が準優
勝し、クレハ設備が2位入賞した。
　大会には建設関係団体の代表ら150人が
出席。労災減少・死亡災絶滅を目指し、快適
な職場環境の実現を誓った。

　二本松市の今年度優良建設工事表彰で、
当協会会員が施工した①安達中学校便所洋
式化整備＝管工事部門、吉田設備②市道松
岡・若宮通り線ほか配水管布設替＝水道施
設部門、野地工業所が選ばれた。表彰式は
昨年8月27日、市役所正庁で行われ、受賞各
社の代表者と現場代理人らが、三保恵一市
長から表彰状と記念の盾を受けた。
　同市では2009年度から、適正な施工と技
術向上を図るため優れた建設工事を表彰し
ている。今回は18年度完成工事177件のう
ち、検査対象となる1000万円以上の工事74

件から選定した。

　優秀施工者の県建設産
業団体連合会長顕彰を今
年度、山田設備工業の小
松良平さんが受賞した。
　第一線で「ものづくり」
に携わる建設技能者の誇
りと意欲を高め、その能

力・資質と社会的評価・地位の向上を図ろう
と、特に優秀な技術・技能を持ち、後進の指
導、育成に貢献している建設技能者を県、
県建産連が顕彰している。
　顕彰式は昨年10月29日、福島市の杉妻会
館で行われ、知事顕彰受賞者4人、県建産連
会長顕彰受賞者13人に感謝状が贈られた。
　式では井出孝利副知事が「ひたむきに仕
事に取り組む姿は建設技能者の模範。建設
業のさらなる活性化に向け、一層の協力を
願う」と呼びかけた。

＊　　　　　＊
　 小松良平さん　今回の受賞は、建設事務
所監督員、設計監理及び関係各社のご指導
とご協力のおかげだと思います。これから
も日々努力し精進してまいります。

　謹んで新年の御

挨拶を申し上げま

す。

　建設産業に関わ

る皆様には、日頃

から、社会資本の

整備や維持管理を

始め、復興・創生、

さらには、昨年の

台風第19号等への迅速な対応など、県土づ

くりに向け重要な役割を担っていただいて

おり深く感謝を申し上げます。

　さて、震災から間もなく9年が経過しよう

としています。

　建設産業に関わる皆様を始め、県内外の

多くの皆様からの温かい御支援、御協力に

より、福島県は復興への歩みを着実に進め

てまいりました。

　昨年は、東北中央自動車道の相馬ＩＣか

ら相馬山上ＩＣ間や、国道399号戸渡工区

の供用を始め、本県の復興を支援する道路

ネットワークや、福島ロボットテストフィー

ルドなどの福島県の未来を創造する拠点施

設の整備が進むなど、復興は着実に目に見

える形で現われてきております。

　県では、「ふくしまの未来を拓く県土づく

りプラン」に基づき、安全と安心、活力、

思いやりを3つの柱に、復興を支援するふく

しま復興再生道路や津波被災地等の災害復

旧工事、復興まちづくりなどを着実に進め、

活力に満ちた「新生ふくしま」の実現に向け、

引き続き、復興に全力で取り組んでまいり

ます。

　さらに、「福島ならでは」の地方創生を推

進するため、県外からの移住者や子育て世

帯が行う良質な住宅取得や多世代が同居・近

居する住まいづくりなどを支援し、住生活

の安定・向上を図ってまいります。

　また、昨年の台風第19号等による災害へ

の対応につきましては、既に緊急を要する

箇所の復旧工事に着手しているところです。

今後は、速やかに本格的な復旧工事に着手

し、県民の皆様が安心して生活していただ

けるよう、しっかりと復旧を進めてまいり

ます。

　建設業に携わる皆様のお力添えなしには、

県土の復興や、台風第19号等からの復旧を

進めることはできません。県民の生命と財

産をしっかり守っていくため、箇所の復旧

に全力をあげるとともに、ふくしまの将来

を見据えた県土づくりを進めてまいります

ので、皆様には、今後とも一層の御支援と

御協力をお願いいたします。

福島県土木部長　　猪股慶藏

文化設備、安全競争で優勝　■建災防大会■

２社に市長表彰　■二本松市優良工事■

復
興
に
全
力
、地
方
創
生
推
進
、復
旧
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か
り
と

小松良平さん

　

本
県
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
10
月
の
台
風
19
号

で
は
、
県
有
施
設
に
も
各
地

で
被
害
が
出
た
。当
協
会
は
、

県
土
木
部
と
の
応
援
協
定
に

基
づ
き
、
下
水
道
浄
化
セ
ン

タ
ー
や
県
営
住
宅
で
給
水
、

排
水
、
空
調
等
の
建
築
設
備

の
被
害
状
況
調
査
、
応
急
復

旧
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
安

全
安
心
を
守
る
た
め
会
員
企

業
が
奔
走
し
た
。

　

２
０
０
９
年
９
月
に
、
県

土
木
部
と
締
結
し
た
「
大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対

策
の
応
援
に
関
す
る
協
定
」

に
基
づ
き
対
応
し
た
。
協
定

で
は
、
応
援
の
範
囲
を
県
有

建
築
物
の
給
水
、
排
水
等
の

被
害
状
況
把
握
と
応
急
復
旧

と
し
て
お
り
、
今
回
の
台
風

19
号
災
害
で
は
、
い
わ
き
建

設
事
務
所
か
ら
10
月
15
日
付

で
県
営
住
宅
４
団
地
、
県
土

木
部
か
ら
同
18
日
付
で
県
北

浄
化
セ
ン
タ
ー
（
国
見
町
）

の
応
援
要
請
が
あ
っ
た
。

　

県
営
住
宅
４
団
地
は
、
い

わ
き
支
部
が
対
応
に
当
た
っ

た
。
担
当
し
た
の
は
①
鯨
岡

団
地
（
12
棟
ほ
か
）
＝
北
関

東
空
調
工
業
、
い
わ
き
エ
ア

コ
ン
、
久
田
設
備
工
業
②
叶

田
団
地
（
８
棟
ほ
か
）
＝
北

関
東
空
調
工
業
、
い
わ
き
エ

ア
コ
ン
、
山
崎
設
備
③
平
赤

井
団
地
（
２
棟
ほ
か
）
＝
三

共
設
備
、
大
倉
工
業
所
、
ク

レ
ハ
設
備
、
い
わ
き
エ
ア
コ

ン
④
北
好
間
団
地
（
浄
化
槽

ほ
か
）＝
北
関
東
空
調
工
業
、

ク
レ
ハ
設
備
。

　

県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
浸
水
被
害
で
水
没
し
た

15
施
設
の
調
査
依
頼
が
あ
っ

た
。
県
北
支
部
の
第
一
温
調

工
業
が
第
１
ス
ク
リ
ー
ン
ポ

ン
プ
棟
な
ど
３
棟
、
倉
島
設

備
が
汚
泥
処
理
棟
な
ど
４

棟
、
文
化
設
備
工
業
が
管
理

棟
な
ど
３
棟
、
高
橋
設
備
工

業
所
が
放
流
ポ
ン
プ
棟
、
光

和
設
備
工
業
所
が
自
家
発
電

機
室
な
ど
２
棟
、
オ
ー
ク
ラ

工
業
が
水
処
理
電
気
室
な
ど

２
棟
を
点
検
し
た
。

　

台
風
19
号
災
害
の
対
応
で

は
ま
た
、
県
北
支
部
で
、
県

営
住
宅
壁
沢
団
地
の
浄
化
槽

等
を
コ
バ
ッ
ク
ス
が
点
検
修

繕
し
た
。い
わ
き
支
部
で
は
、

い
わ
き
合
同
庁
舎
の
地
下
室

の
浸
水
対
応
を
三
共
設
備
、

下
平
窪
教
職
員
公
舎
の
給
水

ポ
ン
プ
、
浄
化
槽
の
調
査
を

山
崎
設
備
、
高
柴
ダ
ム
の
給

水
ポ
ン
プ
等
調
査
を
ク
レ
ハ

設
備
で
行
っ
た
。
こ
の
ほ
か

に
も
会
員
企
業
が
個
別
で
被

災
対
応
に
当
た
っ
た
。

　

ま
た
、
台
風
に
よ
る
出
水

で
会
員
企
業
１
社
の
倉
庫
が

浸
水
被
害
に
遭
っ
た
。

　

応
援
活
動
等
に
つ
い
て
は

昨
年
12
月
24
日
、
松
原
会
長

が
県
土
木
部
建
築
担
当
次

長
、営
繕
課
長
に
報
告
し
た
。

協
定
に
基
づ
き　

県
有
５
施
設
で
被
災
調
査

台
風
19
号
で
応
援
対
応

　

県
総
合
設
備
協
会
は
昨
年

９
月
２
日
、
郡
山
市
の
ビ
ッ

グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
今

年
度
安
全
大
会
・
技
術
研
修

会
を
開
い
た
。
労
働
災
害
の

発
生
状
況
や
事
故
防
止
に
向

け
た
注
意
点
を
学
び
情
報
を

共
有
。
県
の
工
事
検
査
に
お

け
る
ポ
イ
ン
ト
や
建
築
物
の

再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
施
策
に
つ

い
て
も
理
解
を
深
め
た
。

　

構
成
団
体
の
当
協
会
と
県

電
設
業
協
会
の
会
員
１
２
３

人
が
参
加
し
た
。
県
電
設
業

協
会
の
小
宅
武
技
術
・
安
全

担
当
副
会
長
が
「
研
修
で
学

ん
だ
こ
と
を
各
社
に
持
ち
帰

り
、
安
全
意
識
の
高
揚
と
意

識
の
定
着
、
技
術
力
の
向
上

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

安
全
大
会
で
は
中
神
貴
好

福
島
労
働
局
労
働
基
準
部
健

康
安
全
課
労
働
基
準
監
督
官

が
「
工
事
現
場
に
お
け
る
労

働
災
害
の
動
向
等
」
に
つ
い

て
講
話
。
２
０
１
８
年
度
の

労
働
災
害
発
生
状
況
な
ど
を

説
明
し
た
。
経
験
年
数
５
年

未
満
の
作
業
員
の
被
災
が
全

体
の
約
４
割
を
占
め
る
と
し

た
上
で
、
10
年
以
上
の
ベ
テ

ラ
ン
の
発
生
率
も
高
い
と
指

摘
し
、
業
務
へ
の
慣
れ
が
も

た
ら
す
危
機
意
識
の
欠
如
に

注
意
を
促
し
た
。

　

頻
発
す
る
熱
中
症
や
墜

落
・
転
落
、
挟
ま
れ
・
巻
き

込
ま
れ
、
交
通
事
故
等
の
発

生
事
例
や
防
止
策
を
紹
介
。

安
全
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

と
危
険
低
減
措
置
の
実
施
、

受
発
注
・
下
請
業
者
が
一
体

と
な
っ
た
災
害
防
止
対
策
へ

の
取
り
組
み
、
事
業
場
・
会

社
単
位
で
の
安
全
教
育
実
施

が
有
効
だ
と
述
べ
た
。

　

技
術
研
修
会
で
は
佐
久
間

良
県
出
納
局
工
事
検
査
課
専

門
工
事
検
査
員
が
、
18
年
度

の
工
事
検
査
結
果
に
基
づ
く

注
意
点
な
ど
を
解
説
。
工
事

成
績
評
定
点
の
分
布
や
不
適

合
工
事
例
、内
容
を
説
明
し
、

仕
様
書
な
ど
図
書
類
の
十
分

な
確
認
と
理
解
を
求
め
た
。

参
加
者
か
ら
は
あ
と
施
工
ア

ン
カ
ー
と
既
設
・
撤
去
機
器

ア
ン
カ
ー
の
間
隔
規
定
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
っ
た
。

　

佐
藤
光
則
県
土
木
部
営
繕

課
専
門
電
気
技
師
は
、
県
再

エ
ネ
・
省
エ
ネ
推
進
建
築
物

整
備
指
針
と
、
建
築
物
設
計

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要
を
説

明
。建
築
物
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ（
ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

ビ
ル
）
化
推
進
に
向
け
て
、

改
修
中
の
須
賀
川
土
木
事
務

所
を
モ
デ
ル
施
設
と
し
て
位

置
付
け
、
市
町
村
や
民
間
建

築
へ
の
普
及
を
進
め
る
考
え

を
示
し
た
。

大
内
弘
之
副
会
長
が
「
研
修

を
通
じ
税
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
各
社
に
持
ち
帰
っ
て

今
後
の
経
営
に
生
か
し
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

税
理
士
の
石
添
亨
氏
が
講

義
し
、
交
際
費
課
税
や
使
途

秘
匿
金
課
税
の
趣
旨
な
ど
を

説
明
し
た
。
交
際
費
に
つ
い

て
は
建
設
業
の
支
出
が
全
体

の
19
・
７
％
と
全
業
種
中
で

最
も
多
い
と
し
、
不
正
計
算

な
ど
税
務
調
査
で
指
摘
さ
れ

や
す
い
項
目
を
解
説
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
的
モ
ラ
ル
の

低
下
を
是
正
す
る
た
め
創
設

さ
れ
た
使
途
秘
匿
金
課
税
の

趣
旨
を
説
明
。
使
途
秘
匿
金

と
認
定
さ
れ
る
と
多
額
の
課

税
負
担
が
生
じ
る
と
し
て
、

税
知
識
を
身
に
付
け
、
正
し

く
節
税
し
て
従
業
員
の
育
成

や
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
で
、
健
全
な
会
社
経
営

を
目
指
す
べ
き
と
説
い
た
。

　

今
年
度
の
経
営
改
善
研
修

会 

＝
写
真
＝  

は
昨
年
11
月
14

日
、
福
島
市
の
ア
オ
ウ
ゼ
で

開
い
た
。
今
回
、
税
理
士
事

務
所
か
ら
講
師
を
招
い
て
、

経
営
者
が
知
っ
て
お
く
べ
き

税
制
上
の
知
識
を
学
ん
だ
。

　

会
員
企
業
の
経
営
体
質
強

化
を
図
る
た
め
、
経
営
委
員

会
事
業
と
し
て
開
い
て
い
る

セ
ミ
ナ
ー
で
24
人
が
受
講
。

初
め
に
経
営
委
員
会
担
当
の

 

再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
へ
の
取
り

組
み
を
学
ん
だ
研
修
会（
上
）

と 

安
全
意
識
の
徹
底
を
図
っ

た
安
全
大
会  

県
総
合
設
備
協　

安
全
意
識
高
揚
へ
大
会
も

再
・
省
エ
ネ
施
策
学
ぶ

技術研修会

経
営
改
善
研
修
会

税
制
上
の
知
識
勉
強

優秀施工者に小松さん　■県建産連会長顕彰■

佐藤技師 佐久間検査員 中神監督官
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県
優
良
建
設
工
事
受
賞
工
事
概
要

　

当
協
会
は
昨
年
９
月
25

日
、
福
島
市
の
ア
オ
ウ
ゼ
で

今
年
度
の
特
別
技
術
講
習
会

 

＝
写
真
＝  

を
開
い
た
。
高
度

化
、
多
様
化
す
る
建
築
設
備

の
施
工
技
術
を
身
に
付
け
る

た
め
、
技
術
委
員
会
事
業
と

し
て
例
年
開
い
て
い
る
も

の
。
設
備
機
器
メ
ー
カ
ー
担

当
者
か
ら
、
設
備
機
器
や
環

境
市
場
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ

い
て
講
義
を
受
け
た
。
会
員

企
業
の
技
術
者
ら
32
人
が
受

講
し
た
。

　

初
め
に
渡
邊
勝
彦
技
術
委

員
長
が
「
勉
強
の
成
果
を
社

内
で
共
有
し
、
今
後
の
業
務

に
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

講
習
会
は
２
部
構
成
。
第

１
部
は
ダ
イ
キ
ン
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
東
北
の
佐

藤
誠
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト

部
長
を
講
師
に
「
フ
ロ
ン
排

出
抑
制
法
の
概
要
～
Ｒ
22
冷

媒
の
２
０
２
０
年
以
降
の
体

制
と
考
え
方
」
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

　

フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
は
、

代
替
フ
ロ
ン
と
し
て
使
わ
れ

て
き
た
Ｈ
Ｆ
Ｃ
（
ハ
イ
ド
ロ

フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、
Ｒ
４

１
０
Ａ
な
ど
）
冷
媒
の
増
加

と
、
そ
の
回
収
率
低
迷
を
背

景
に
、
フ
ロ
ン
類
の
製
造
か

ら
廃
棄
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
全
体
に
わ
た
る
包
括
的

で
抜
本
的
な
対
策
が
取
ら
れ

る
よ
う
、
フ
ロ
ン
回
収
破
壊

法
に
代
わ
っ
て
２
０
１
５
年

４
月
に
施
行
さ
れ
た
。

　

従
前
の
フ
ロ
ン
回
収
破
壊

法
が
、
業
務
用
冷
凍
空
調
機

器
の
破
壊
時
に
お
け
る
回

収
・
破
壊
の
み
を
義
務
付
け

て
い
た
の
に
対
し
、
排
出
抑

制
法
で
は
、
製
品
メ
ー
カ
ー

に
製
品
の
低
Ｇ
Ｗ
Ｐ
（
地
球

温
暖
化
係
数
）
化
、
業
務
用

冷
凍
冷
蔵
・
空
調
機
器
の
使

用
者
に
は
①
機
器
の
点
検
②

記
録
の
保
存
③
フ
ロ
ン
類
算

定
漏
え
い
量
の
報
告
を
求
め

る
な
ど
生
産
か
ら
回
収
、
破

壊
ま
で
の
サ
イ
ク
ル
の
各
段

階
で
、
排
出
抑
制
の
実
効
性

を
高
め
た
。

　

Ｈ
Ｆ
Ｃ
以
前
に
使
用
さ
れ

て
い
た
特
定
フ
ロ
ン
（
Ｈ
Ｃ

Ｆ
Ｃ
＝
ハ
イ
ド
ロ
ク
ロ
ロ
フ

ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、
Ｒ
22
な

ど
）は
20
年
に
全
廃
と
な
る
。

現
在
、
冷
媒
と
し
て
最
も
多

く
使
わ
れ
て
い
る
Ｒ
４
１
０

Ａ
も
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
に
は

一
定
の
抑
止
成
果
が
あ
る
一

方
、
温
室
効
果
へ
の
影
響
は

大
き
く
、
佐
藤
部
長
は
法
改

正
を
捉
え
、
効
果
的
な
設
備

計
画
を
立
て
て
、
Ｇ
Ｗ
Ｐ
値

の
低
い
Ｒ
32
を
使
用
し
た
機

器
へ
の
更
新
を
図
る
機
会
と

し
た
い
と
説
い
た
。

　

昨
年
６
月
の
法
改
正
で
、

管
理
者
に
よ
る
管
理
義
務
が

罰
則
付
き
で
強
化
さ
れ
る
な

ど
の
動
向
も
紹
介
し
、
施
工

や
実
際
の
管
理
を
担
う
設
備

事
業
者
と
し
て
の
対
応
を
促

し
た
。

　

第
２
部
は
「
ス
テ
ン
レ
ス

消
火
水
槽
付
消
火
栓
ポ
ン
プ

と
次
世
代
自
動
給
水
ポ
ン
プ

ユ
ニ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
、
川

本
製
作
所
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

部
東
京
開
発
技
術
課
東
北
分

室
の
鎌
仲
真
也
氏
か
ら
説
明

を
受
け
た
。

　

同
社
の
「
ス
テ
ン
レ
ス
消

火
水
槽
一
体
型
消
火
ポ
ン
プ

ユ
ニ
ッ
ト
」
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や
病
院
等
で
の
火
災

事
故
を
き
っ
か
け
に
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
置
が
義
務
化
さ

れ
た
小
規
模
な
特
定
施
設
向

け
製
品
。
消
火
水
槽
、
ポ
ン

プ
室
を
追
加
設
置
す
る
際
、

課
題
だ
っ
た
①
低
コ
ス
ト
②

省
ス
ペ
ー
ス
③
簡
単
施
工
、

工
期
短
縮
④
高
い
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
性
―

等
の
条
件
を
ク
リ

ア
し
て
導
入
実
績
を
上
げ
て

い
る
。

　

給
水
ポ
ン
プ
の
歴
史
と
最

新
の
ポ
ン
プ
の
説
明
も
行
っ

た
。
小
型
軽
量
化
等
の
進
化

は
ほ
ぼ
行
き
着
い
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
運
転
管
理
の
最

適
化
等
が
課
題
だ
と
し
た
。

　新しい年を迎え、謹んで新春の御挨

拶を申し上げます。

　皆様には日頃、本県の建築行政の推

進に対しまして、格段の御協力をいた

だき厚く御礼を申し上げます。

　また、この度の台風第19号等による

県有建築物の被災に際しては、「大規模

災害時における応急対策の応援に関す

る協定」に基づき、迅速に御対応して

いただき重ねて御礼を申し上げます。

　東日本大震災からの福島の復興はま

だ途上でありますが、公共インフラ等

の復旧・整備や避難指示解除に向けた復

興・地方創生を支える拠点施設の整備な

どが進展し、その成果が着実に形となっ

て現れてきております。

　一方で、台風第19号等による甚大な

被害が発生し、被害の早期復旧と被災

者の生活再建への支援が急務となって

おります。

　建築総室としては、引き続き復興公

営住宅の適正管理や被災者の住宅再建

への支援等を行うとともに、震災・原子

力災害からの復興や地方創生の拠点施

設として、「東日本大震災・原子力災害

伝承館」「福島県立医科大学保健科学部」

「福島県立こころの医療センター」など

の整備を計画的に進めてまいります。

また、台風等で被災した県営住宅等の

早期復旧に全力で取り組むとともに、

被災者の住宅再建への支援を講じてま

いります。さらに、人口減少対策として、

移住や多世代同居のための住宅取得や

子育て環境を向上させる空き家改修等

への支援を進めてまいります。

　今年7月には、「東京オリンピック・パ

ラリンピック大会」が開催されます。

本県では、野球・ソフトボールの競技会

場となる県営あづま球場の改修工事が

ほぼ完了し、復興五輪に向けた準備が

着々と進んでおります。引き続き、関

係団体の皆様と力を合わせ、大会の成

功に向けて取り組んでまいります。

　また、県有建築物の整備におきまし

ては、「再生可能エネルギー先駆けの地」

の実現を目指し、「福島県再エネ・省エ

ネ推進建築物整備指針」等に基づき環

境負荷の低減を図るとともに、ＺＥＢ

化を普及・促進してまいります。

　今年は復興・創生期間の最終年度を迎

えます。今後とも会員の皆様と「共働」

しながら安全で安心できる建築物の整

備や管理を進め、活力と思いやりのあ

る地域社会の実現に向け、様々な課題

へ全力で挑戦し、スピード感を持って

取り組んでまいりますので、一層の御

支援、御協力をお願い申し上げます。

県土木部建築総室　2020年度事業展望

　

県
の
優
良
建
設
工
事
表
彰

で
今
年
度
、
当
協
会
会
員
企

業
が
施
工
し
た
２
件
が
選
ば

れ
知
事
表
彰
を
受
け
た
。
受

賞
者
、
受
賞
工
事
は
①
北
関

東
空
調
工
業
＝
機
械
設
備
部

門
・
ふ
た
ば
未
来
学
園
特
別

教
室
棟
外
（
空
調
）
工
事
（
広

野
町
）
②
光
和
設
備
工
業
所

＝
維
持
補
修
（
建
築
・
設
備
）

部
門
・
県
有
施
設
管
理
工
事

（
給
水
管
改
修
）
寺
前
２
階

公
舎
（
南
会
津
町
）。
北
関

東
空
調
工
業
は
通
算
８
度

目
、
光
和
設
備
工
業
所
は
４

度
目
の
栄
誉
。
表
彰
式
は
昨

年
９
月
５
日
、
福
島
市
の
杉

妻
会
館
で
行
わ
れ
、
内
堀
知

事
か
ら
表
彰
状
と
記
念
の
盾

を
受
け
た
。

　

表
彰
式
に
は
内
堀
知
事
、

松
崎
浩
司
農
林
水
産
部
長
、

猪
股
慶
藏
土
木
部
長
ら
両
部

幹
部
と
、
来
賓
の
県
議
会
・

吉
田
栄
光
議
長
、
星
公
正
農

林
水
産
委
員
長
、
小
林
昭
一

土
木
委
員
長
、
小
野
利
廣
県

建
設
産
業
団
体
連
合
会
長
、

長
谷
川
浩
一
県
建
設
業
協
会

長
、
栁
沼
秀
徳
県
土
地
改
良

建
設
協
会
長
、
齋
藤
卓
夫
県

森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会
長
、

松
原
文
司
県
管
工
事
協
同
組

合
連
合
会
長
、
大
槻
博
太
県

電
設
業
協
会
長
、
当
協
会
の

松
原
兼
一
会
長
が
列
席
。

　

内
堀
知
事
が
「
高
い
技
術

力
と
現
場
の
特
性
を
踏
ま
え

た
創
意
工
夫
、
環
境
へ
の
配

慮
な
ど
の
優
れ
た
成
果
。
受

賞
を
機
に
、
建
設
業
の
持
続

的
発
展
に
向
け
さ
ら
に
技
術

の
研
さ
ん
と
安
全
管
理
に
努

め
、
福
島
の
復
興
・
創
生
に

一
層
の
力
添
え
を
願
い
た

い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
吉
田

議
長
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
克
服
。
素
晴
ら
し
い
施
工

が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
」

と
受
賞
者
を
た
た
え
た
。

　

県
の
優
良
工
事
表
彰
は
、

建
設
技
術
の
向
上
発
展
と
工

事
の
安
全
な
施
工
の
確
保
を

目
指
し
て
、
１
９
６
７
年
度

に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
今

回
で
51
回
目
。
今
年
度
表
彰

は
、
昨
年
度
完
成
し
た
農
林

水
産
部
２
４
３
件
、
土
木
部

１
２
９
８
件
の
工
事
か
ら
両

部
計
30
件
が
選
ば
れ
た
。

県優良建設工事

北
関
東
空
調
工
業
、光
和
設
備
工
業
所

技
術
の
証
、２
社
知
事
表
彰

環
境
市
場
の
動
向
学
ぶ

技
術
高
度
化
に
対
応
、特
別
講
習
会

環
境
市
場
を
め
ぐ
る
動
向
を
学
ん
だ
特
別
技
術
講
習
会

内堀知事から表彰状を受ける北
関東空調工業・有賀行秀代表取
締役（上）と光和設備工業所・
古川敏博代表取締役

安
全
・
安
心
な
建
築
物
整
備
、再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
推
進

【機械設備部門・ふたば未来学園特別教室

棟外（空調）工事】 

▼寸評＝双葉郡の教育環境を改善し、地

域振興の核となる人材や全国・世界で活躍

できる人材を育成するため、広野町に新

築する中高一貫校の機械設備工事である。

工事中の関連工事との取り合い調整や運

用後の維持管理スペース確保のため、3Ｄ

－ＣＡＤにより配管、ダクト、機器類の

納まり図を作成し施工したことにより、

細部まで丁寧に仕上げられており、関連

工事との綿密な調整による出来栄えに工

夫がうかがえる。透明継手による接着剤

塗布不足の防止、配管のプレハブ化・小型

軽量継手による接合部の省力化、シール

付き継手による作業工程の短縮など、施

工精度の確保と品質管理の創意工夫は高

く評価できる。作業工程の短縮および施

工精度の向上のため、作業員講習により

施工品質の確保を図ったこと、現場の連

絡協議会で浄化槽による水洗トイレの設

置や仮囲いのイメージアップなど、環境

改善や周辺への配慮は評価でき、総合的

に優秀性が認められる。

▼概要▽施工地＝広野町中央台一丁目地

内▽工事内容＝特別教室棟新築に係る空

気調和設備▽請負額＝3億3924万7440円

＊　　　　　＊

【維持補修（建築・設備）部門・県有施設管

理工事（給水管改修）寺前2階公舎】 

▼寸評＝南会津町にある県職員公舎で、

前回の給水管更生工事から28年経過し錆

水が多く出ており、改善が望まれていた

ため、既存給水管の撤去・新設を行ったも

のである。併せて、給水管工事に付随す

る天井張り替え、照明器具の更新も実施

している。施工においては、入居者がい

る中での工事であったため各戸工事が終

了するごとに社内検査を実施し、部分使

用検査による対応で入居者への負担を最

小限に抑えている。施工開始前に入居者

説明会や、工事完了個所の内覧会を通じ、

工事に対する信頼性確保に努めている。

新設した水抜栓については、冬期間の水

道管凍結に配慮し、電動式不凍水抜栓装

置の設置を提案し採用に至っている。

▼概要▽施工地＝南会津町田島字寺前地

内▽工事内容＝給水管、照明器具、天井

改修8戸▽請負額＝1397万3040円

講義する鎌仲氏（左）と佐藤氏
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空
衛
協
の
う
ご
き

 【
７
月
】  

▽
16
日　

地
域
に
生
き
る
建

設
企
業
経
営
講
座
（
希
望
会

員
）
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ

▽
23
日　

地
域
に
生
き
る
建

設
企
業
経
営
講
座
（
希
望
会

員
）
会
津
若
松
市

 【
８
月
】  

▽
５
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
令
和
元
年
度
第
４
回

参
与
会
、
事
務
局
会
議
（
海

川
専
務
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
６
日　

県
庁
挨
拶
回
り

（
松
原
会
長
、
大
内
副
会
長
、

有
賀
副
会
長
、
海
川
専
務
）

県
庁

▽
26
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
24
回
理
事
会
（
松

原
会
長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

 【
９
月
】  

▽
２
日　

県
総
合
設
備
協
会

令
和
元
年
度
安
全
大
会
・
技

術
研
修
会
（
会
員
、
技
術
委

員
）
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

し
ま

▽
２
日　

令
和
２
年
度
県
予

算
編
成
に
対
す
る
県
議
会
各

党
要
望
聴
取
会（
松
原
会
長
、

海
川
専
務
）
県
庁

▽
４
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
東
北
支
部
令
和
元

年
度
第
１
回
正
副
支
部
長
会

議
（
松
原
会
長
）
宮
城
県
管

工
事
会
館

▽
４
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
令
和
元
年
度
第
４

回
理
事
会
（
松
原
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
５
日　

令
和
元
年
度
県
優

良
建
設
工
事
表
彰
式
（
松
原

会
長
）
杉
妻
会
館

▽
５
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
第
23
回
全
国
事
務

局
代
表
者
会
議（
海
川
専
務
）

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

▽
14
日　

週
休
２
日
制
普
及

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
会
員
）

▽
25
日　

令
和
元
年
度
日
本

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
東
北

支
部
総
会
（
松
原
会
長
）
江

陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▽
25
日　

２
０
１
９
年
度
特

別
技
術
講
習
会（
協
会
会
員
・

技
術
委
員
）
ア
オ
ウ
ゼ

▽
30
日　

令
和
元
年
第
１
回

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
専

門
工
事
業
部
会（
海
川
専
務
）

県
建
設
セ
ン
タ
ー

 【
10
月
】  

▽
２
日　

令
和
元
年
度
東
北

地
方
工
事
安
全
施
工
推
進
大

会
（
海
川
専
務
）
日
立
シ
ス

テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

▽
９
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
令
和
元
年
度
第
５

回
理
事
会
（
松
原
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
11
日　

協
会
親
睦
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
（
会
員
・
準
会
員
）

矢
吹
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

▽
12
日　

週
休
２
日
制
普
及

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
会
員
）

▽
18
日　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
説
明
会
（
会

員
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
18
日　

伊
藤
税
理
士
に
よ

る
中
間
監
査
指
導
（
根
本
事

務
職
員
・
海
川
専
務
）
協
会

事
務
所

▽
23
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
第
26
回
全
国
会
議

（
松
原
会
長
）
宜
野
湾
市

▽
29
日　

福
島
県
・
県
建
設

産
業
団
体
連
合
会
平
成
30
年

度
優
秀
施
工
者
顕
彰
式
（
松

原
会
長
、
受
賞
者
＝
山
田
設

備
工
業
・
小
松
良
平
氏
）
杉

妻
会
館

▽
31
日　

２
０
１
９
年
度
中

間
監
査
会
（
先
崎
監
事
、
会

長
、
会
計
理
事
、
事
務
局
）

協
会
事
務
所

▽
31
日　

２
０
１
９
年
度
第

４
回
役
員
会
（
松
原
会
長
、

他
役
員
）
協
会
会
議
室

 【
11
月
】  

▽
６
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
令
和
元
年
度
第
６

回
理
事
会
（
松
原
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
14
日　

２
０
１
９
年
度
経

営
改
善
研
修
会（
協
会
会
員
・

経
営
委
員
）
ア
オ
ウ
ゼ

▽
20
日　

県
の
入
札
制
度
に

対
す
る
意
見
聴
取
※
県
総
合

設
備
協
会
対
応（
松
原
会
長
、

海
川
専
務
・
随
行
）
杉
妻
会

館▽
25
日　

第
３
回
再
エ
ネ
省

エ
ネ
推
進
建
築
設
備
技
術
者

研
修
会
※
県
設
備
設
計
事
務

所
協
会
主
催
（
希
望
会
員
）

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

▽
29
日　

令
和
２
年
度
政
府

予
算
対
策
要
望
活
動
（
松
原

会
長
）
永
田
町
・
自
民
党
本

部

 【
12
月
】  

▽
４
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
令
和
元
年
度
第
７

回
理
事
会
（
松
原
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
４
日　

令
和
元
年
度
「
建

築
設
備
工
事
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
」（
松
原
会
長
、
海
川

専
務
）
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル▽
５
日　

２
０
１
９
年
度
第

２
回
広
報
委
員
会
（
広
報
委

員
長
、
委
員
、
事
務
局
）
協

会
事
務
所

▽
９
日　
「
建
設
業
働
き
方

改
革
セ
ミ
ナ
ー
」
※
県
建
設

産
業
団
体
連
合
会
主
催
（
希

望
会
員
）
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト

ふ
く
し
ま

▽
24
日　

年
末
挨
拶
ま
わ

り
、
台
風
19
号
関
係
対
応
状

況
報
告
（
松
原
会
長
、
大
内

　

先
日
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

書
店
で
た
ま
た
ま
「
白
河
天

体
観
測
所
」
と
い
う
気
に
な

る
タ
イ
ト
ル
の
本
を
見
つ
け

た
の
で
購
入
し
読
ん
だ
と
こ

ろ
、
１
９
６
９
年
に
著
者
で

天
体
写
真
家
の
藤
井
旭
さ
ん

と
そ
の
仲
間
達
が
西
郷
村
内

の
山
中
に
作
っ
た
私
設
の
天

体
観
測
所
に
つ
い
て
書
か
れ

た
も
の
で
し
た
。
建
設
時
の

苦
労
か
ら
素
晴
ら
し
い
星
空

を
眺
め
た
感
動
、
楽
し
い
思

い
出
話
が
盛
り
沢
山
で
、
特

に
天
体
観
測
に
興
味
の
な
い

私
で
す
が
一
気
に
読
み
終
え

ま
し
た
。

　

大
型
の
望
遠
鏡
が
数
台
設

置
さ
れ
て
い
る
他
に
、
ト
イ

レ
、
風
呂
、
キ
ッ
チ
ン
、
複

数
の
寝
室
、
暗
室
な
ど
も
あ

り
建
物
と
し
て
も
し
っ
か
り

と
し
た
も
の
で
、
著
名
な

人
々
も
多
く
招
か
れ
、「
光

害
」
が
無
い
天
体
観
測
を
満

喫
し
て
い
た
様
子
が
生
き
生

き
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

古
い
天
文
フ
ァ
ン
の
間
で

は
「
聖
地
」
と
ま
で
言
わ
れ

て
い
た
ら
し
い
こ
の
観
測
所

で
す
が
、
東
日
本
大
震
災
の

影
響
と
関
係
者
の
高
齢
化
に

よ
り
２
０
１
４
年
に
閉
鎖
さ

れ
た
と
の
こ
と
。
場
所
に
関

し
て
は
使
用
当
時
か
ら
仲
間

内
だ
け
の
極
秘
で
、
書
中
に

も
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
私
の

周
り
に
知
っ
て
い
る
人
も
見

つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
然
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

調
べ
て
み
ま
し
た
が
、
こ
の

現
代
に
お
い
て
も
場
所
は
勿

論
の
こ
と
、
こ
の
観
測
所
自

体
に
つ
い
て
全
く
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
情
報
は
掴
め
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
こ
の
本
か
ら

は
、
何
年
か
前
ま
で
利
用
さ

れ
て
い
た
立
派
な
「
秘
密
基

地
」
的
施
設
が
近
所
に
急
に

姿
を
現
し
た
嬉
し
い
驚
き
を

も
ら
い
、
そ
し
て
た
ま
に
は

ゆ
っ
く
り
星
空
を
眺
め
て
み

た
ら
ど
う
だ
い
？
な
ん
て
こ

と
を
言
わ
れ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。
皆
様
も
冬
の
澄

ん
だ
空
気
の
中
で
、
ち
ょ
っ

と
夜
空
を
見
上
げ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

新
年
よ
り
と
り
と
め
の
な

い
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
本
年
も
「
空
衛
ふ
く

し
ま
」
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
10
月
11
日
、
矢
吹
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
で
、
13
回
目
の

当
協
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

 

＝
写
真
＝  

を
開
催
。18
名（
会

員
16
名
、
賛
助
会
員
２
名
）

が
参
加
し
た
。

　

根
本
剛
県
中
・
県
南
支
部

長
が
開
会
の
挨
拶
を
し
、
大

越
健
一
総
務
委
員
が
競
技
方

法
を
説
明
。
競
技
は
18
ホ
ー

ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、
ダ

ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
で
行
わ

れ
、
Ｏ
Ｕ
Ｔ
と
Ｉ
Ｎ
コ
ー
ス

の
二
手
に
分
か
れ
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。
朝
の
う
ち
は
小
雨

で
あ
っ
た
が
、
ス
タ
ー
ト
時

点
で
は
曇
り
と
な
り
、
い
い

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
プ
レ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者

は
日
々
錬
磨
し
た
腕
前
を
発

揮
し
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

を
満
喫
し
た
。

　

グ
ロ
ス
85
、
ネ
ッ
ト
73
・

０
の
ス
コ
ア
で
伊
藤
栄
一
さ

ん
が
優
勝
。
表
彰
式
で
は
、

松
原
兼
一
会
長
の
挨
拶
の

後
、
小
板
橋
直
史
総
務
委
員

よ
り
成
績
が
発
表
さ
れ
、
松

原
会
長
よ
り
賞
品
が
手
渡
さ

れ
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り

（
ア
ウ
ト
、
イ
ン
、
ハ
ン
デ
、

ネ
ッ
ト
）。

　

▽
優
勝
＝
伊
藤
栄
一
（
東

日
本
ユ
ニ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
）

42
、
43
、
12
・
０
、
73
・
０

▽
準
優
勝
＝
千
葉
隆
（
倉
島

設
備
）
45
、
45
、
16
・
８
、

73
・
２
③
清
野
忠
（
コ
バ
ッ

ク
ス
）
48
、
48
、
22
・
８
、

73
・
２
④
松
原
兼
一
（
三
共

設
備
）
45
、
46
、
16
・
８
、

74
・
２
⑤
遠
藤
真
隆
（
い
わ

き
エ
ア
コ
ン
）
41
、
43
、
９
・

６
、
74
・
４

次

代

の

波

オ
オ
ナ
ミ
㈱
　
大
浪
遼
太
郎

広報委員長

山田顕一郎

副
会
長
、
海
川
専
務
）
県
庁

 【
１
月
】  

▽
９
日　

新
年
役
員
挨
拶
ま

わ
り
（
正
副
会
長
、
顧
問
、

支
部
長
）
県
庁

▽
９
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
新
年
賀
詞
交
歓
会

（
松
原
会
長
、
大
内
副
会
長
、

海
川
専
務
）
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

エ
ル
テ
ィ

　

 【
県
北
支
部  

】
昨
年
11
月

２
日
、
福
島
市
八
木
田
の
荒

川
桜
づ
つ
み
河
川
公
園
で
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ

た
。
福
島
地
区
管
工
事
協
同

組
合
青
年
部
と
の
合
同
。

　

全
国
管
工
事
協
同
組
合
連

合
会
青
年
部
協
議
会
が
環
境

月
間
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て

い
る
環
境
問
題
研
究
事
業

「
水
源
地
を
き
れ
い
に
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
。

両
団
体
か
ら
70
人
が
参
加
し

作
業
に
汗
を
流
し
た
。

　

 【
県
中
・
県
南
支
部
】  
県

中
建
設
事
務
所
と
県
電
設
業

協
会
郡
山
支
部
、
当
支
部
の

３
者
で
昨
年
９
月
27
日
、
郡

山
市
の
郡
山
市
管
工
事
会
館

で
意
見
交
換
会
を
開
い
た
。

円
滑
な
事
業
執
行
を
目
的
に

例
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

約
30
人
が
出
席
。
県
発
注
の

建
築
・
設
備
工
事
に
お
け
る

新
制
度
の
概
要
や
諸
課
題
等

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、

情
報
・
認
識
の
共
有
化
を
図

っ
た
。

　

 【
会
津
支
部
】  

会
津
管
内

３
建
設
事
務
所
と
県
電
設
業

協
会
会
津
支
部
、
当
支
部
は

昨
年
12
月
24
日
、
会
津
若
松

市
の
全
会
津
電
気
工
事
協
同

組
合
会
議
室
で
建
設
行
政

（
建
築
設
備
）
に
関
す
る
意

見
交
換
会
を
開
い
た
。
適
正

工
期
、
品
質
確
保
の
点
で
、

監
督
者
と
現
場
代
理
人
の
意

思
疎
通
が
最
重
要
と
の
認
識

の
下
、
共
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
す
る
た
め
の
具
体
策
を
考

え
た
。約
35
人
が
出
席
し
た
。

和
や
か
に
親
睦

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

伊
藤
さ
ん
優
勝

支
部
の
う
ご
き

　

地
元
に
帰
っ
て
き
て
６

年
が
経
ち
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
教
わ
る
こ
と
し
か
無

い
状
況
で
す
が
、
幸
い
に

も
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る

先
輩
に
恵
ま
れ
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
私
は
平

成
産
ま
れ
で
、
会
社
で
一

番
の
若
手
で
す
。
私
以
外

は
殆
ど
五
十
か
ら
六
十
代

で
、
親
よ
り
年
上
の
方
が

多
い
職
場
で
す
。

　

仕
事
は
民
間
で
は
電
話

対
応
、
打
合
せ
・
見
積
り

作
成
、
現
場
作
業
、
公
共

で
は
閲
覧
、入
札
書
作
成
・

入
札
、
現
場
代
理
人
、
現

場
作
業
等
、
一
連
の
流
れ

を
よ
う
や
く
経
験
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
に
な
っ
て
思
う
の

は
、
我
々
の
仕
事
は
覚
え

る
こ
と
が
非
常
に
多
岐
に

わ
た
り
、
６
年
程
度
の
経

験
で
は
知
ら
な
い
こ
と
だ

ら
け
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
帰
省
前
、
学
校
の
先

輩
に
「
大
体
３
年
働
け
ば

仕
事
を
理
解
で
き
て
く
る

よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
６
年
た

っ
て
も
理
解
し
き
れ
ず
自

分
の
能
力
不
足
を
感
じ
ま

す
が
、
同
時
に
こ
の
業
界

は
６
年
程
度
で
理
解
で
き

る
程
甘
く
な
い
と
も
感
じ

ま
す
。
最
低
で
も
10
年
、

出
来
れ
ば
15
年
は
必
要
な

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
幸
い
な
こ
と
に
私
は

教
え
を
乞
え
る
先
輩
に
恵

ま
れ
た
環
境
に
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
先
輩
方
も

定
年
間
近
で
す
。
今
の
内

に
知
識
と
経
験
を
吸
収

し
、
自
身
を
育
て
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
場
で
は
他
の
会
社
の

方
々
も
五
十
か
ら
六
十
代

が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
同
世
代
は
殆
ど
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
最

近
は
、
そ
の
方
々
が
辞
め

た
後
深
刻
な
人
手
不
足
が

訪
れ
、
す
ぐ
に
解
消
は
し

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
不
安
も
感
じ
て
い
ま

す
。

　

現
状
を
鑑
み
る
に
、
早

急
に
我
々
世
代
が
育
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し

て
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
未
熟
者
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
次
代
は
す

ぐ
そ
こ
ま
で
迫
っ
て
き
て

い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
次
代
を
担

っ
て
い
く
為
に
も
、
今
出

来
る
だ
け
準
備
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

為
に
も
、
積
極
的
に
仕
事

を
覚
え
た
い
で
す
。

　

先
日
、
１
級
管
工
事
施

工
管
理
の
実
地
試
験
を
受

け
て
き
ま
し
た
。
無
事
に

受
か
り
立
派
な
空
衛
マ
ン

と
し
て
諸
先
輩
方
と
肩
を

並
べ
ら
れ
る
よ
う
、
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。




























































































































